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研究成果の概要（和文）：マザリナードとは 17 世紀中葉、フロンドの時期に出回った政治パン

フレットの総称である。また同時代の運動として、数多の論争書を出版して闘争手段としたジ

ャンセニスム運動が挙げられる。本研究では執筆と出版という観点から、二つの異なる運動の

共通性を探った。特に映像、論考、シンポジウム、展示会など、複数の手段を用いて、二運動

の一般的な認知を得ることができた。 

 

研究成果の概要（英文）：The Mazarinades are pamphlets produced during the Fronde. At the 

same period, Cornelius Jansen's followers defended his teachings and produced many 

theological pamphlets. Our study aimed to prove relations among both mouvements. We 

vulgarised these movements by many kinds of methodes : we created a documentary film of 

presentation for the Mazarinades ; we organised a symposium at Seijo University ; we 

organised also an exposition for the Mazarinades collection at Hitotsubashi University, 

etc. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 マザリナードとは 17 世紀中葉、フロンド
の時期に出回った政治パンフレットである。
また時を同じくして、数多の論争書を出版し

て闘争の手段としたジャンセニスム運動が
活発となる。文書と出版をキーワードに二つ
の異なる運動の関連性を探る必要がある。本
研究の観点から先行研究領域を三つ挙げる
とすれば、第一に、書籍史を中心とした文化
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社会研究、第二にフロンドとマザリナードに
関連した歴史研究、第三にジャンセニスムと
パスカルに焦点を当てた文学研究である。 
 これまで、いずれの学問分野においても、
フロンドとジャンセニスム運動が並行して
論じられたことはほとんどなかったといえ
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、近世フランス社会におけ
る論争文書の生産と流通システムを明らか
にし、出版メディアの総体を把握することに
ある。 
 17 世紀フランスでは王権主導による出版
統制が整えられ、書籍には必ず事前に出版許
可を求めるよう定めた事前検閲制度が確立
されていた。このような上からの統制に対し
て、出版と表現の自由を求める二つの大きな
動きが見られる。その一つがマザリナードと
呼ばれる文書生産による秩序の壊乱であり、
いま一つが思想普及手段として論争文書を
利用したジャンセニスム運動である。 
 当時の宰相マザランを批判する文書が中
心であったことから命名されたマザリナー
ドとは、1648 年から 1653 年のいわゆるフロ
ンドの時期に生産された文書群の総称で、
5000 種以上の文書が現存することが確認さ
れている。内容・形式ともに多種多様で、実
際にはマザランを擁護する文書、マザランと
は無関係なもの、または王令などの公式文書
もこのカテゴリーに含まれる。したがって研
究者の与える定義により、そこに含まれる数
や内容が異なる厄介な資料である。かなり早
い時期から選集や合本が出るなど収集（コレ
クション）の対象とされており、現在に至る
まで収集熱が過剰に煽られてきた結果、高価
な稀覯本として扱われている。 
 日本の東京大学総合図書館には、1970 年代
末に国家予算で購入された 5つのコレクショ
ンからなるマザリナードが所蔵されている。
本国フランスのマザリヌ図書館の所蔵品に
は及ばないにせよ、質・量ともにアメリカの
ハーヴァード大学ホートン図書館やレニン
グラードの図書館などに収蔵されているマ
ザリナードと比しても遜色なく、世界的にも
未知の文書が含まれている可能性のある重
要なコレクションである。本研究ではまずは
このコレクションを調査し、未だ容易にアク
セスできる状態には無い文書群の目録化に
取り組むことを主要な目的の一つとしてい
る。 
 目録化の後に文書全体が作家や主題で検
索可能になれば、フロンドとジャンセニスム
運動の関連性といった個別専門研究ばかり
ではなく、フランスのアンシャン・レジーム
研究、思想を中心とした歴史学や文学、社会
学研究が飛躍的に発展することになろう。 

 
３．研究の方法 
 当初、東大コレクションにマイクロフィル
ムは存在しないと考えられていた。だがマイ
クロの見積もりを依頼した際、一部を除いて、
1983 年頃に制作されたマイクロが存在する
ことが明らかになった。したがって、コレク
ションの中でも公文書を中心とするコレク
ション Dと Eのみを再マイクロ化し購入した。 
 この選択には当該年度に支給された予算の
問題も関わっている。全コレクションをマイ
クロ化した場合、年度予算の約 7割が費やさ
れることになり、他の作業や必要文献の購入
に支障が生ずることが予想されたためであ
る。とはいえマイクロフィルムの耐久年数は
長くて 20 年といわれており、残りの文書も
できる限り早急に再マイクロ化する必要が
あるのも事実である。 
 
電子目録化 
 マイクロ化に続き、目録化の後に文書全体
が作家や主題で検索できるようにする必要
がある。この作業には、現在までのところマ
ザリナードの最も標準的な目録と看做され
ているセレスタン・モローの『マザリナード
書誌』と比較検討することも不可欠である。 
 新旧のマイクロと現物で確認しながら、す
べての文書を網羅した電子目録を作成すべ
く、ほぼ一年の時を費やした。マザリナード
は、17 世紀当時の綴り字と現代フランス語の
綴りに大きな隔たりがあるため、そのままス
キャナーで取り込み検索可能な目録に仕上
げることができない。したがって総数 3000
点近くに及ぶ文書を一点ずつ確認し、現代綴
りに直しながら手作業で入力していった。こ
の作業は年間を通じて行なわれ、目録の基礎
となる書誌情報の入力は独力で完了した。 
 また入力を終えた仮目録を用いて、五つの
コレクションに含まれる重複文書の調査を
行なった。この作業のために東京大学総合図
書館には一週間の特別閲覧申請をし、また京
都産業大学非常勤講師の嶋中博章氏の協力
を得ることができた。 
 
４．研究成果 
初年度 
 マザリナード研究に必要とされる基本文
献の多くを購入することができた。 
 電子目録化のため、検索システムの開発と
製作をした。 
 科研費申請時にはその存在さえ知られて
いなかった一橋大学付属西洋社会科学古典
資料センター所蔵のマザリナードを調査し、
ここでも世界的にみて稀少な文書を発見す
ることができた。 
 最終年度開催予定の「マザリナードとジャ
ンセニスムに関するシンポジウム」（仮題）



準備のため、映像作品(約 20 分)の前半を発
注し撮影と編集を終えた。 
 2008 年度にフランスで予定されていたシ
ンポジウムは主催者側の都合で延期となっ
た。しかし同じ組織のメンバーが中心となっ
た別のシンポジウムが同年 12月に開催され、
本研究推進者は招聘参加という形で、成果の
一部を発表することができた。講演は、現在
調査中で不確定要素の多いマザリナードで
はなく、並行して研究を進めているジャンセ
ニスムと出版に関したものである（Yasushi 
NORO, " La Censure royale et le 
jansénisme : la polémique janséniste entre 
1648 et 1653 ".以下、「学会発表等」の項目
に詳細情報を掲載する）。 
 
(1)東京大学総合図書館所蔵マザリナードの

一部マイクロ化 
(2)マイクロと現物を用いての文書の電子目

録化 
(3)フランスの社会科学高等研究院とパリ第

三大学の共同研究グループ主催のシンポ
ジウムへの参加と調査結果の一部報告 

 
最終年度 
 本年度はマザリナードの利用と一般公開
に焦点を据え、以下のような成果を得た。 
 
(1)フランスの社会科学高等研究院クリスチ

ャン・ジュオー研究指導教官（教授に相当）
の招聘講演。 

 マザリナードの世界的な権威であるフラ
ンスの社会科学高等研究院クリスチャン・ジ
ュオー研究指導教官（教授に相当）を招聘し、
大学及び大学関係機関で計 4回の講演をして
いただいた。 
 講演日程：2009 年 9 月 29 日（一橋大学社
会科学古典資料センター）；同 10 月 3 日（成
城大学）；同 10 月 6 日（関西学院大学）；同
10 月 9日（神戸大学） 
 筆者は初回の講演において通訳を務めた
ほか、関西学院大学での講演以外のすべてに
同席することができた。なお、本年度予算の
約 3分の 1は招聘と講演会のために費やされ
た。 
 
(2) 成城大学におけるシンポジウム開催。
2009 年 10 月 3 日  「マザリナード 
Mazarinades 1648-1653 フランス 17 世紀の
政治／文学表現」 
 ジュオー研究指導教官の来日に合わせ、マ
ザリナードの一般的な認知を得ることを目
的とし、共同研究者である嶋中博章氏の協力
を得て、成城大学においてシンポジウムを開
催した。 
日時：2009 年 10 月 3 日 「マザリナード 
Mazarinades 1648-1653 フランス 17 世紀の

政治／文学表現」（成城大学にて） 
 一橋大学社会科学古典資料センター職員
と東京大学図書館職員にも参加していただ
き、所蔵機関の現状を知ることができた。午
前の部では 100 人近い聴衆が参加し、午後は
フランス語のみを用いた専門的な会合であ
ったにもかかわらず、40 人を超える歴史・文
学の研究者が参加し、活発な議論が展開され
た。 
 
(3) マザリナードの現状を伝える映像作品

の制作。『マザリナード ―政治文学の出
来 事』（ Le Japon des Mazarinades Un 
Evénement politico-littéraire（ピエー
ル・ブシユー監督） 

 昨年度に引き続き映像作品を完成させる
べく後半部の発注をした。撮影・編集共に予
定通り終了し、マザリナードの現状を伝える
映像作品を完成した。 
作品：『マザリナード ―政治文学の出来事』
（Le Japon des Mazarinades Un Evénement 
politico-littéraire )」（ピエール・ブシユ
ー監督） 
 各協力機関の同意を得て、上映会を催す機
会にも恵まれた。 
上映日程：2009 年 9 月 29 日（一橋大学付属
佐野書院にて上映）；同 10 月 3日（成城大学
シンポジウム会場にて上映）。その他、和光
大学図書館にて、数回の上映会が行われた。 
 
(4) 一橋大学古典資料センターにおける展

示会開催。「マザリナードの特別展示」 
 一橋大学古典資料センターにおいて「マザ
リナードの特別展示」と題し、世界でもセン
ターでしか現存を確認されていない文書を
含む数点のマザリナードを一般公開するこ
とができた。マザリナードの展示会はおそら
く世界でも初の試みであったと考える。 
 場所：一橋大学社会科学古典資料センター 
 期間：2009年 9月 25日から 10月 7日（土、
日を除く） 
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② 野呂 康、「マザリナードの記述」、成城
大学法学部教養論集、2010 年（印刷中）（査
読有り）. 

③ 野呂 康、「共友空間の行為とエクリチュ
ール‐クリスチャン・ジュオーについて」



『論考 クリスチャン・ジュオー』、Kobe, 
Editions Tiré-à-part, pp.127-151.（査
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politico-littéraire )」（ピエール・ブシユ
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